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平成28年第２回（６月）議会定例会では、専決処分の報告が３件、関連して、繰越明許計
算書の報告が１件、条例の改正が１件、公社の経営状況の報告が２件、人事案件が２件の合
わせて９件が上程されました。
議案は、各常任委員会で審査され、すべて原案通り全員賛成で可決しました。
また、議会定例会最終日には、追加議案として財産の購入契約が１件上程され、審議後、
原案どおり、全員賛成で可決しました。

６月議会定例会　７日～13日

公平委員会委員に畦地氏、
固定資産評価審査委員会委員に吉岡氏が決定！

○�

川
北
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
承

認
○�

川
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
並
び
に
承
認

○�

平
成
27
年
度
川
北
町
一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
承

認
○�

平
成
27
年
度
川
北
町
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告

○�

川
北
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

の
報
告

○�
一
般
財
団
法
人
川
北
町
余
暇
健
康
開

発
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
町
の
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
県

内
他
市
町
に
比
べ
、
税
率
を
低
く
設
定

し
、
国
や
県
か
ら
の
特
定
財
源
な
ど
を

除
い
た
不
足
分
は
、
繰
入
金
に
よ
る
町

単
独
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
国
保
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
か
ら
、
財
政
運
営
主
体
が
県
へ
移

行
す
る
予
定
で
、
先
月
、
開
催
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
お

い
て
、
税
負
担
の
公
平
性
・
均
衡
性
の

観
点
か
ら
、
税
率
見
直
し
の
答
申
が
あ

り
、
こ
れ
を
受
け
、
今
回
、
改
正
を
行

う
も
の
。

報　
　

告

条
例
の
改
正
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○
川
北
町
公
平
委
員
会
委
員

畦あ
ぜ

地ち　
勇い

さ

夫お

氏
（
下
田
子
島
）

　
平
成
28
年
６
月
30
日
で
、
山
本
栄
氏

（
下
田
子
島
）
が
任
期
満
了
と
な
り
、

新
た
に
畦
地
勇
夫
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
、
全
員
の
賛
成
で
同
意
。

○
川
北
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
委
員

吉よ
し

岡お
か　
正ま

さ

美み

氏
（
中
島
）

　
平
成
28
年
６
月
30
日
で
、
宮
田
禊
氏

（
中
島
）
が
任
期
満
了
と
な
り
、
新
た

に
吉
岡
正
美
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
、

全
員
の
賛
成
で
同
意
。

○
財
産
の
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
「
温
泉
の
源
泉
ポ
ン
プ
」
を
購
入
す

る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
７
条
の
２
第
１
項
第
２
号
の
規
定

に
よ
り
随
意
契
約
と
し
、
見
積
書
を
徴

収
し
た
結
果
、
最
低
価
格
業
者
「
環
境

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
」
と
、

消
費
税
を
含
め
１
千
３
９
３
万
２
千
円

で
、
６
月
６
日
、
仮
契
約
を
締
結
。

　

今
回
、
本
契
約
を
締
結
す
る
た
め

「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条

例
」
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
求
め
た
も
の
。

名　
　
称　
源
泉
ポ
ン
プ

契
約
方
法　
随
意
契
約

契
約
金
額　
１
千
３
９
３
万
２
千
円

契
約
相
手　
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社

工
業
用
水
道
事
業
に
着
手

　

平
成
28
年
第
３
回
（
７
月
）
議

会
臨
時
会
で
は
、
工
業
用
水
道
事

業
な
ど
の
案
件
７
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
通
り
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○�

平
成
28
年
度
川
北
町
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算

○�

川
北
町
工
業
用
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例

○
川
北
町
工
業
用
水
道
供
給
条
例

○�

川
北
町
工
業
用
水
道
事
業
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関

す
る
条
例

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

事
業
名
称　

�

百
寿
会
館
空
調
設
備

等
改
修
工
事

契
約
方
法　
指
名
競
争
入
札

契
約
金
額　
７
千
７
７
６
万
円

契
約
相
手　
白
山
建
設
株
式
会
社

○
財
産
の
取
得

事
業
名
称　

�

川
北
町
給
食
調
理
用

備
品
納
入
業
務

契
約
方
法　
指
名
競
争
入
札

購
入
金
額

�

６
９
４
万
６
千
４
５
２
円

購
入
相
手　
松
村
物
産
株
式
会
社

人　
　

事

追
加
議
案

７
月
議
会
臨
時
会　
12
日

快適な施設へ
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● 

６
月
議
会
定
例
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 

公
有
財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
固
定
資

産
台
帳
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
。

 

町
が
所
有
す
る
、
土
地
・
建
物

（
施
設
）
に
つ
い
て
、
台
帳
を
整
備
し

ま
す
。

年
間
で
４
千
６
２
３
円
程
度
増
額
と
な

り
、
９
万
７
千
円
台
に
な
り
ま
す
。

　

 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
の
限
度

額
は
あ
る
の
か
。

 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

 

当
町
の
国
保
加
入
者
数
は
。

 
千
１
０
０
人
程
度
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

 

徴
収
率
に
つ
い
て
は
。

 

平
成
27
年
度
現
年
分
で
97
・
49
％

で
す
。

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
事

業
費
で
、
維
持
費
は
こ
の
事
業
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

 

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

 

国
保
制
度
改
革
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
か
ら
市
町
に
変
わ
り
、
県
が
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、
平
成
30
年
度
に
向
か
っ
て
次
年
度

も
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
る
の
か
。

 

県
か
ら
の
標
準
保
険
税
率
の
試
算

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
国
保
運
営
協

議
会
で
協
議
・
対
応
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

 

保
険
税
増
加
額
に
つ
い
て
は
。

 

一
人
あ
た
り
の
平
均
保
険
税
は
、

● 

７
月
議
会
臨
時
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

 

基
本
水
量
の
設
定
の
方
法
は
。

 

企
業
よ
り
、
使
用
予
定
の
水
量
等

を
記
入
し
た
申
請
書
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
に
対
し
て
供
給
量
の
可
否
を
判
断

し
、
決
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
㈱
Ｊ
Ｄ
Ｉ
の
希
望
水
量
は
、

3
千
6
0
0
ｔ
／
1
日
で
す
。

 

㈱
Ｊ
Ｄ
Ｉ
以
外
に
も
企
業
が
、
工

業
用
水
道
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
。

 

最
大
の
給
水
量
を
変
更
し
、
経
済

産
業
局
へ
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

給
水
区
域
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の

は
。
ま
た
、
別
の
区
域
（
東
部
・
西
部

な
ど
）
で
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
。

 

当
面
は
、
㈱
Ｊ
Ｄ
Ｉ
と
そ
の
周
辺

委
員
会
審
議

QQ
AA
&&

主
な
も
の

公有財産の整備へ
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を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
別
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
配
管
を
延

長
す
る
か
、
新
規
に
井
戸
を
掘
削
し
、

供
給
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

 

基
本
料
金
（
35
円
／
一
立
方
メ
ー

ト
ル
）
の
根
拠
は
。

 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
依
頼

し
、
必
要
経
費
を
計
算
し
、
償
却
基
準

な
ど
を
加
味
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

 

簡
易
水
道
の
井
戸
に
は
、
影
響
は

な
い
の
か
。

 

事
前
調
査
で
は
、
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
現
在
も
工
業
用
水
道
水
源
近
辺
の
４

ヶ
所
の
井
戸
に
水
位
計
を
取
り
付
け
、

そ
の
水
位
を
随
時
調
査
し
て
い
ま
す
。

 

会
計
ソ
フ
ト
4
5
0
万
円
な
ど

は
、
高
額
と
感
じ
る
が
。

　

ま
た
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
選
定
す
る
際

の
入
札
や
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
作
業
な

ど
に
つ
い
て
は
。

 

「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
」
と
「
ぎ
ょ
う
せ
い
」

 

従
来
、
㈱
Ｊ
Ｄ
Ｉ
が
使
用
し
て
い

た
、
敷
地
内
の
井
戸
に
つ
い
て
は
。

 

従
来
ど
お
り
使
用
し
た
上
で
、
今

回
の
工
業
用
水
道
の
供
給
を
受
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

 

基
本
料
金
（
35
円
／
一
立
方
メ
ー

ト
ル
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
。

 

経
済
産
業
局
へ
は
、
料
金
に
つ
い

て
は
、
５
年
毎
に
見
直
す
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 

通
信
運
搬
費
に
つ
い
て
は
。

 

㈱
Ｊ
Ｄ
Ｉ
前
の
配
水
施
設
（
予

定
）
よ
り
役
場
ま
で
の
区
間
を
専
用
回

線
で
結
び
、
水
位
や
ポ
ン
プ
の
状
況
を

把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

 
使
用
料
及
び
賃
借
料
に
つ
い
て

は
。 

送
水
・
配
水
設
備
工
事
の
際
の
農

地
の
使
用
や
借
り
入
れ
に
対
し
て
支
払

わ
れ
る
も
の
で
す
。

よ
り
、
見
積
も
り
を
取
寄
せ
て
、
価
格

の
低
い
「
ぎ
ょ
う
せ
い
」
の
ソ
フ
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

　

入
力
に
つ
い
て
は
、
「
ぎ
ょ
う
せ

い
」
の
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
な
が
ら
、
職

員
が
入
力
し
ま
す
。

 

給
水
開
始
が
、
来
年
の
１
月
～
と

な
っ
て
い
る
が
。

 
こ
れ
は
、
本
年
７
月
（
予
定
）
で

事
業
を
開
始
し
、
９
～
12
月
ま
で
の
農

閑
期
に
送
水
・
配
水
管
な
ど
の
工
事
を

行
い
、
１
月
よ
り
給
水
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

４
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
石
川

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
の

席
上
に
お
い
て
、
川
北
町
議
会
に

対
し
、
全
国

町
村
議
会
議

長
会
よ
り
、

自
治
功
労
町

議
会
表
彰
状

が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

右
記
の
表
彰
に
併
せ
、
山
先
守

夫
石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長

が
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ

り
、
自
治
功
労
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
町
議
会
表
彰

自
治
功
労
特
別
表
彰

工業用水の安定供給へ
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６
月
定
例
会　

い
っ
ぱ
ん
質
問

人
口
増
加
目
標
と

財
源
は
！

質
問
井い

波な
み　

秀ひ
で

俊と
し 

議
員

川
北
ま
つ
り
の
経
済
効

果
と
観
光
戦
略
は
！

質
問
井い

波な
み　

秀ひ
で

俊と
し 

議
員

新
た
な
財
源
の
確
保
に
、

鋭
意
努
め
る

答
弁
前ま

え　

哲て
つ

雄お 

町
長

町
の
活
性
化
に
繋
が
る

よ
う
、
鋭
意
努
力
す
る

答
弁
吉よ

し

岡お
か　

友ゆ
う

次じ 

産
業
経
済
課
長

　
現
状
よ
り
税
収
を
増
や
す
、
も
し
く

は
維
持
す
る
た
め
に
は
、
企
業
誘
致
や

既
存
の
産
業
の
更
な
る
躍
進
、
観
光
戦

略
に
よ
る
交
流
人
口
増
加
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
戦
略
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
我
が
町
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
な
戦
略
で
財
政
を
潤
し
て
い

く
の
か
、
町
長
の
考
え
は
。

　
町
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
事
が
出
来
、
更
に
安

全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
人
口
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
の
維
持
を

図
り
な
が
ら
、
緩
や
か
な
人
口
増
加
に

向
け
た
取
り
組
み
を
、
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
為
に
必
要
と
な
る
財
政
基
盤
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
地
場
産
業
の
振
興

は
も
と
よ
り
、
引
き
続
き
企
業
誘
致
に

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
が
、
企
業
か

ら
の
税
収
は
景
気
に
左
右
さ
れ
や
す

く
、
先
を
見
通
す
の
は
困
難
で
す
。

　
し
か
し
、
（
株
）
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
の
工
場
内
で
は
、
同
じ
く
液
晶

事
業
を
手
掛
け
る
（
株
）
ジ
ェ
イ
オ
ー

町
政
を
問
う
！

レ
ッ
ド
が
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
有
機
Ｅ

Ｌ
パ
ネ
ル
を
開
発
す
る
為
、
新
た
に
設

備
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
税
収

増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
新
た
な
財
源
の
確
保
に
、

鋭
意
努
め
ま
す
。

　
川
北
ま
つ
り
が
も
た
ら
す
、
我
が
町

へ
の
経
済
効
果
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
経
済
効
果
が
拡
大
さ
れ
れ
ば
、
地
元

産
業
や
地
域
の
活
性
化
に
も
な
り
、
ま

つ
り
自
体
も
更
に
意
義
の
あ
る
良
い
も

の
に
な
り
、
継
続
性
も
増
し
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
川
北
ま
つ
り
の
経
済
効
果
と
、
今
後

の
ま
つ
り
を
活
用
し
た
町
経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て
、
町
当
局
の
考
え
は
。

　
地
元
産
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う

な
仕
掛
け
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
た
だ
、
経
済
効
果
に
つ
い
て

は
、
数
字
で
直
に
現
れ
る
よ
う
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
本
来
の
趣
旨
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
総
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
楽

し
く
元
気
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
と
、
あ

わ
せ
て
川
北
町
の
知
名
度
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
、
そ
の
目
的
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
６
月
下
旬
に
は
観
光
戦
略
の
一

環
と
し
て
、
商
工
会
が
中
心
と
な
っ
て

首
都
圏
へ
出
向
き
、
北
陸
新
幹
線
開
業

効
果
に
便
乗
し
た
、
川
北
ま
つ
り
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
予
定
し
て
お
り
、
関
東
方
面

の
誘
客
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
商
工
会
と
連
携
を
更
に

深
め
な
が
ら
、
少
し
で
も
町
の
活
性
化

に
繋
が
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
し
ま
す
。



川北町議会だより 140号
平成28年８月１日発行

7

６
月
定
例
会　

い
っ
ぱ
ん
質
問

町
営
住
宅
の

建
設
計
画
は
！

質
問
山や

ま

村む
ら　

秀ひ
で

俊と
し 

議
員

定
住
促
進
の
方
策
は
！

質
問
山や

ま

村む
ら　

秀ひ
で

俊と
し 

議
員

地
域
ぐ
る
み
で
、
宅
地
造
成
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

答
弁
前ま

え　

哲て
つ

雄お 

町
長

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
く

答
弁
前ま

え　

哲て
つ

雄お 

町
長

　
平
成
32
年
度
（
２
０
２
０
年
）
の
目

標
人
口 

６
千
６
５
０
人
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
３
８
１
人
の
増
加
を
目
指
す

必
要
が
あ
り
、
川
北
町
の
世
帯
数
換
算

で
、
１
１
５
世
帯
ほ
ど
と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
10
年
近
く
の
人
口
増
は
、
新
興

住
宅
地
へ
の
移
住
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
、
そ
の
受
け
皿
が
あ
っ
て
こ
そ
、
移

住
後
の
充
実
し
た
子
育
て
環
境
や
教
育

環
境
を
享
受
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
目
標
人
口
の
達
成
の
た
め
に
は
、
町

が
、
受
け
皿
と
な
る
べ
き
町
営
住
宅
の

建
設
事
業
を
、
新
た
に
計
画
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
当
局
の
考

え
は
。

　
町
営
住
宅
の
建
設
を
行
う
に
は
、
少

な
く
と
も
１
箇
所
、
約
７
千
㎡
の
敷
地

と
、
10
億
円
近
い
費
用
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
農
業
振
興
地
域
の
除
外
も

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
ま
と
ま
っ
た
用

地
の
確
保
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
現

在
、
中
島
地
区
で
は
人
口
の
減
少
と
高

齢
化
を
懸
念
し
、
地
元
が
主
体
と
な
っ

て
議
論
を
重
ね
、
集
落
周
辺
の
「
白
地

地
域
」
に
住
宅
地
の
造
成
を
計
画
し
、

民
間
業
者
が
開
発
を
行
う
宅
地
造
成
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
集
落
周

辺
の
宅
地
開
発
に
つ
い
て
は
、
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
積
極
的
に

協
力
し
、
ま
た
、
町
営
住
宅
の
建
設
も

念
頭
に
置
き
、
人
口
の
増
加
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
町
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
も
、
こ
の
様
な
地
域
ぐ
る
み
で
、
宅

地
造
成
の
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

を
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
定
住
促
進
の
方
策
と
し
て
、
新
た
に

結
婚
な
ど
に
よ
り
、
町
内
に
定
住
さ
れ

る
場
合
の
支
援
策
な
ど
を
、
検
討
さ
れ

て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
当

局
の
考
え
は
。

　
定
住
促
進
の
た
め
の
支
援
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
時
金
も
一
つ
の
方
法
で

す
が
、
長
期
的
に
有
効
な
公
共
料
金
の

低
廉
化
、
教
育
、
福
祉
、
子
育
て
施
策

の
充
実
、
そ
し
て
生
活
環
境
の
整
備
な

ど
で
、
川
北
町
に
住
ま
い
を
求
め
て
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
魅
力

あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

期待される宅地開発
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総
合
防
災
訓
練
の

進
捗
状
況
は
！

質
問
森も

り　

作さ
く

治じ 

議
員

新
た
に
部
を
創
設
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い

答
弁
室む

ろ

谷た
に　

敏と
し

彦ひ
こ 

教
育
長

川
北
中
学
校
の

部
活
動
は
！

質
問
森も

り　

作さ
く

治じ 

議
員

　
熊
本
大
震
災
な
ど
に
み
る
突
発
的
災

害
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
一
刻
も
早

く
、
ま
た
、
繰
り
返
し
て
の
防
災
訓
練

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
完
成
後
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
、
総
合
防
災
訓
練
の
進
捗
状

況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
現
段
階
で
の
訓
練
の
時
期
な
ど
の
概

要
は
。

綿
密
に
計
画
を
進
め
る

答
弁
前ま

え　

哲て
つ

雄お 

町
長

　
防
災
行
政
無
線
の
整
備
が
完
了
し
た

　
現
在
、
橘
・
川
北
小
学
校
に
は
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
が
あ
り
、
長
く
続
く
伝
統
の

あ
る
バ
ン
ド
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
は
、
教
育

後
、
職
員
の
緊
急
出
動
や
役
割
の
訓
練

な
ど
を
実
施
し
た
上
で
、
総
合
防
災
訓

練
の
具
体
化
に
つ
い
て
、
地
区
の
防
災

組
織
、
関
係
機
関
な
ど
と
協
議
を
し
な

が
ら
、
綿
密
に
計
画
を
進
め
た
い
。

　
小
学
校
で
管
楽
器
に
接
し
、
音
楽
の

楽
し
さ
を
理
解
し
つ
つ
、
中
学
校
に
進

学
す
る
と
、
川
北
中
学
校
に
は
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　
子
供
達
の
感
性
、個
性
を
伸
ば
す
意

味
で
も
、す
ぐ
に
結
果
は
望
め
ま
せ
ん

が
、絵
画
、音
楽
な
ど
の
文
化
面
の
充
実

は
、と
て
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
川
北
中
学
校
で
文
化
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
部
は
、
家
庭
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

や
美
術
部
な
ど
の
文
化
部
の
創
設
に
つ

い
て
、
町
当
局
の
考
え
は
。

課
程
外
の
活
動
で
あ
る
も
の
の
、
学
校

教
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
中
学
校
教

育
に
お
い
て
、
大
き
な
意
義
や
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
の
文
化
部
創
設
と
の
こ
と
で

す
が
、
部
の
設
置
や
顧
問
の
決
定
は
、

生
徒
数
や
教
員
数
、
利
用
で
き
る
施
設

な
ど
を
考
慮
し
、
学
校
の
判
断
で
決
定

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、川
北
中
学
校
で
は

部
活
動
の
数
に
対
し
て
、教
員
の
配
置

人
数
は
不
足
し
て
お
り
、新
た
に
部
を

創
設
す
る
こ
と
は
、考
え
て
い
ま
せ
ん
。

伝統ある小学校ブラスバンド

将来、文化部も…
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Ｉ
Ｔ
技
術
者
の育

成
は
！

質
問
坂さ

か

井い　

毅た
け
し 

議
員

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
！

質
問
坂さ

か

井い　

毅た
け
し 

議
員

国
内
で
の

姉
妹
都
市
提
携
は
！

質
問
坂さ

か

井い　

毅た
け
し 

議
員

農
地
転
用
の

進
捗
状
況
は
！

質
問
坂さ

か

井い　

毅た
け
し 

議
員

職
員
の
研
修
へ
の
参
加
を
奨
励

し
、
能
力
の
向
上
に
努
め
る

答
弁
吉よ

し

田だ　

晃ひ
か
る 

総
務
課
長

　
当
町
で
も
各
種
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
技
術
に
長

け
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
職
員
の
採
用
で
も
Ｉ
Ｔ
技
術

者
の
確
保
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
町

当
局
の
考
え
は
。

　
他
市
町
に
お
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
川
北
町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

川
北
町
に
も
設
立
を
と
思
い
ま
す

が
、
町
当
局
の
考
え
は
。

　
国
内
に
お
け
る
姉
妹
都
市
提
携
の
可

能
性
を
模
索
さ
れ
て
は
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
今
年
３
月
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
、
川

北
町
版
総
合
戦
略
に
も
、「
町
民
の
多
様

な
価
値
観
を
醸
成
し
て
い
く
た
め
、
国

内
外
の
活
発
な
交
流
を
促
進
す
る
。
」と

あ
り
ま
す
が
、町
当
局
の
考
え
は
。

　
農
業
振
興
地
域
で
の
農
地
転
用
は
、

色
々
な
法
律
を
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
な
ど
、
簡
単
に
は
い
か
な

い
こ
と
は
理
解
出
来
ま
す
が
、
北
海
道

東
川
町
へ
の
視
察
の
後
、
県
と
の
相
談

は
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
農
地
転
用
の
進
捗

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
町
当
局
の
考
え
は
。

　
こ
の
視
察
の
後
、
「
農
村
地
域
工
業

等
導
入
法
」
で
の
適
用
に
つ
い
て
、
県

よ
り
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
現
在
、
こ
の
法
律
の
適
用
に
よ
る
農

振
除
外
が
出
来
な
い
か
、
県
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
事
務
レ
ベ
ル
で
数
回
に
わ

た
り
協
議
を
重
ね
て
い
る
段
階
で
す
。

　
姉
妹
都
市
と
も
な
る
と
、
交
流
目
的

や
内
容
に
つ
い
て
、お
互
い
の
自
治
体
に

と
っ
て
有
意
義
で
あ
り
、
親
し
く
長
く

交
流
が
続
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
川
北
町
に
と
っ
て
、
末
永
く
姉
妹
都

市
を
結
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
体
が
あ

れ
ば
、
今
後
の
課
題
と
し
、
議
員
の
皆

様
方
と
と
も
に
、
検
討
し
た
い
。

　
就
業
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
本

町
の
規
模
で
は
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
と
自
主
財
源
の
確
保
が
一
番
大
き

な
問
題
と
な
り
、
運
営
は
非
常
に
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
相
当
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

　
町
と
し
て
も
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス

テ
ム
の
運
用
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、職
員

の
研
修
へ
の
参
加
を
奨
励
し
、能
力
の

向
上
に
努
め
る
事
で
対
応
し
ま
す
。

ふ
さ
わ
し
い
自
治
体
が
あ
れ

ば
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い

答
弁
前ま

え　

哲て
つ

雄お 

町
長

県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
協
議
を
重
ね
て
い
る

答
弁
前ま

え　

哲て
つ

雄お 

町
長

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況

答
弁
大お

お

山や
ま　

保
た
も
つ

保
健
セ
ン
タ
ー

館
長 

兼 

福
祉
課
長



川北町議会だより 140号
平成28年８月１日発行

10

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
◆　

次
回
の
定
例
会
は
９
月
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

町
議
会
議
員
と
な
っ
て

早
、
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
と
共
に
、
議
員
の
職

責
と
は
？
政
治
活
動
と
は
？

な
ど
と
、
ふ
と
考
え
、
迷
う

こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
議
員
と
し
て
、

政
治
家
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
が
一
致
し
な
い
こ
と

や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
相

反
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

ま
た
町
民
よ
り
「
議
員

に
な
っ
て
、
何
を
し
た
の

か
？
」
と
の
問
い
に
は
、
言

葉
に
窮
す
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。

　

あ
え
て
言
葉
に
し
て
み
て

も
、
「
そ
ん
な
程
度
な
の

か
。
」
と
困
惑
し
た
表
情
を

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
頃
思
う

こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り

ま
す
が
、
目
指
す
方
向
は
、

「
こ
の
町
を
よ
り
よ
く
し
た

い
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

よ
く
話
を
聞
き
、
そ
し
て

学
び
な
が
ら
、
少
し
で
も
志

を
高
く
思
う
２
年
目
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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みんなの広場

　バレーボール協会　　　～ひとつのボールをみんなでつなぐ～
　川北町バレーボール協会は、昭和47年に設立され、当事は県体で
男子は８回（５連続含）、女子も３回（３連続）優勝と、県内有数
の強豪チームでした。
　また、昭和55年には、児童の健全育成を目的とした、ジュニアバレー
ボールチームが結成され、現在も多くの小学生が活動しています。
　昨年の県体では、
一般女子チームが、

久しぶりに優勝し、今年は連覇を目指し毎
週、総合体育館で練習しています。
　只今、女子チーム、ジュニアチームの仲
間を募集中です。興味のある方、一緒にバ
レーボールをしてみませんか？体育館でお
待ちしています！

　比 楽 河 撫 子 舞　　　　　～大きな舞台で踊る楽しさを～　　

　比楽河撫子舞は、YOSAKOIブームにのり、体を動かすこ
とが好きな親子・大人・子供が集まり、平成15年から活動を
開始しました。
　町の青少年活動連絡協議会及び文化団体協議会に籍を置
き、現在は町内を中心に活動を行っています。

　昨年は、久しぶりに「火まつり」の舞台で踊ることができ、大勢の方に応援して頂けるう
れしさや大きな舞台で踊る楽しさを感じる
ことができました。
　これからも元気いっぱい、力強く踊るこ
とを目標に練習に励みたいと思います。
　月２回、町総合体育館で小学校２年生か
ら６年生まで38名で楽しく練習を行ってい
ます。いつでも加入できます。気軽に踊り
にきてください。

お問い合わせは、川北町議会事務局まで　　　☎076（277）1111
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